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研究成果の概要（和文）：本研究は、20世紀後半にフランスで生じた現象学的哲学、とりわけ「神学的転回」以
後の現象学の諸潮流に注目し、その哲学的意義を再評価することを目的とするものであった。フランスの現象学
の多様な分析がどれほど具体的な事態に迫っているかを検討することで、現象学の思想史的研究に寄与すると共
に、抽象的な思弁に陥りやすいフランス現象学の具体的な展開可能性を明らかにすることを試みた。より具体的
には、レヴィナスの後期哲学を主たる手掛かりとして、性差、家族、責任という三つの主題に関して、現代の倫
理学や政治哲学との連関や相違を示すことができた。

研究成果の概要（英文）：This research aimed at reevaluating the philosophical meaning of French 
phenomenological thought, especially of the thought which comes from so-called "theological turn". 
It contributed to clarifying the possibility to elaborate French phenomenology which tends to fall 
into the abstraction, by tackling the question to what extent it ranges. More concretely, based on 
Emmanuel Levinas' later thought, it elucidated its similarities and difference with contemporary 
ethics and political philosophies in the spheres of gender, family, and responsibility. 

研究分野： フランス哲学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 フランスの現象学運動は、多様な分析方法
や分析対象ゆえに、従来国内外で注目を集め
ていたが、その妥当性や哲学的意義が充分に
検討されてこなかった。そのため本研究は、
フランス現象学の諸潮流がどのような問題
関心から生じ、どれほど具体的な事態に迫っ
ているかを検討することを試みた。 

 

２．研究の目的 

フランス現象学の諸潮流がどのような問
題関心から生じ、どれほど具体的な事態に迫
っているかを検討することで、現象学の思想
史的研究に寄与すると共に、抽象的な思弁に
陥りやすいフランス現象学の具体的な展開
可能性を明らかにすることを試みた。 

 

３．研究の方法 

テクスト読解を通じてフランス現象学の
議論を明瞭化し、それぞれの事象分析に立ち
戻って、英米系の分析哲学や他分野の哲学的
成果と照らし合わせて、その展開可能性を探
ることを試みた。とりわけ他人との係わりや
感情といった主題から、フランス現象学によ
る事象分析の内実に迫っていく方法を用い
た。 

 
４．研究成果 

より具体的には、レヴィナスの後期哲学を
主たる手掛かりとして、レヴィナスの後期思
想の哲学的意義を解明することができた。こ
の過程で当初考えていた分析哲学や他分野
の哲学的成果との比較も行うことができた。 

主題については、当初の予定通り、恥や責
任といった感情についての考察も行い、その
過程で性差、家族、責任という三つの主題に
関して主題化する必要性に至り、現代の倫理
学や政治哲学との連関や相違を示すことが
できたのが当初の構想にはなかった成果で
あった。 

より具体的には恥の感情についてのサル
トル、レヴィナスの現象学的分析を B・ウィ
リアムズの分析と比較して検討した。また責
任についてのレヴィナスの後期思想の分析
を用いて、現代の分析哲学の責任論との連関
および差異を明らかにした。 

また性差についてはメルロ＝ポンティと
レヴィナスによる性差のある身体について
の現象学的分析を、現代のフェミニスト現象
学やジェンダー理論との関連から再検討し
てその哲学的意義を解明した。家族について
は「子を産むこと」と「親になること」につ
いてのレヴィナスの『全体性と無限』の分析
を用いて、現代の家族倫理学や徳倫理学との
比較の中で、その哲学的意義を考察した。 
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